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・事業承継等の直面している課題を中心に据え商工会議所や市金融団等とともに名張市経済好循環推進協議会を官民協働で設立し、事業所継
続プロジェクトとして、セミナー開催、アンケート調査、個別相談対応、後継者人材バンクの運用、事業所紹介本などの事業を展開しまし
た。特に、新規創業者を増やすことによる経済の活性化を目指しながらも、新規創業者＝新規事業所だけではなく、新規創業者が老舗の事業
を承継できるような仕組みづくりに力を入れて事業の展開を図りました。また、改正食品表示法の施行直前に「食品表示セミナー」を開催す
ることで、小規模事業者が改正内容についての理解を深め、あきらめることなく対応できるよう支援を行いました。
・若者移住定住チャレンジ支援事業は、申請２件採択０件の審査結果でしたが、引き続き創業に向けた支援を行っており、創業実現に向けて
の後押しをしています。
・とれたて名張交流館の経営については、市内競合店舗、地場産売場の増加に伴う売り上げの減少傾向を補うため、ふるさと納税の新たな返
礼品の造成を行い、売上額としてはV字回復することができました。
・プレミアム商品券事業は、地域産業のきめ細かな振興策を講じられるよう取り組みました。経済効果は平成27年度の同種事業よりも小さい
ものでしたが、登録店舗としては246件（12件増）の協力を得ることができました。

65.0

３．施策指標（目標）の達成状況

進捗率
基準値
（H29)

４．成果や施策指標の状況を踏まえた課題や現状の分析

・名張市経済好循環推進協議会の事業所継続プロジェクトは、事業所の営業可能年数の増加目標30年に対し、55年を達成しました。しかしな
がら、事業承継の課題については、多くの事業者に対し長期的な支援が必要となることから、協議会が解散する令和4年度以降の体制作りが
必要となります。また、改正食品表示法の対応状況を事前確認すると、すべての商品が対応しきれているようには見受けられない状況でし
た。新たな食品表示に対応できないと、販売商品として取り扱うことができず、事業者が販売機会を失うことになることから、引き続きのき
め細かな支援が必要です。
・若者移住定住チャレンジ支援事業は、申請内容に計画性や熱意が以前よりも低下しています。これは、令和元年度の就職状況がよかったこ
とから、創業希望者が減っていることも関係があると考えられます。
・とれたて名張交流館の売上は、前年対比で115％の売上結果でしたが、販売商品の構成比を分析すると農産品の売上比率が下がっているこ
とから、魅力ある商品やふるさと納税返礼品の開発に引き続き営業努力する必要があります。

-

51.8%

５．分析結果を踏まえた施策の取組内容（令和２年度以降）

192,990

○  地域産品の活用や農商工の連携による新事業の育成、地産地消など地域内経済の循環促進を図り、商業・サービス業の振興さらには地域
経済の活性化を図ります。
○  中小企業等に対する資金調達、経営指導、各種融資制度や補助金などの財源確保の支援を通し、商工業の振興を図ります。

307,185

目標 -

成果 99,687

65.0

２．令和元年度の取組内容及びその成果

とれたて名張交流館取扱額【延べ数】　（千円）

65.6

- -

100.0%

-目標

成果

施策指標（目標）の内容　（単位）

買物や食事などの日常生活の利便性に満足していると感じる市
民の割合　（％）

-

59.3

-

施策評価管理シート

施　　策

1

2

基本施策

政　　策 3施
策
体
系 商工経済

地域産業の振興

産業部

部局長名

杉本　一徳

活力に満ちて暮らせるまち

担当部局（室）名

１．施策の基本方針（目指す将来像）

2021
(R3)

- - - 500,000

2018
(H30)

2019
(R1)

・名張市経済好循環推進協議会の事業所継続プロジェクトでは、事業承継の必要な事業者の掘り起し、人材バンク登録の推進等基礎データを
適切に蓄積し、次年度以降に無理なくつながる取り組みの実施に努めます。
・若者移住定住チャレンジ支援事業等、創業支援の取り組みにあたっては、市民が求めるサービスの提供が可能な業種情報等の提供を積極的
に行います。令和2年度以降、新型コロナウイルスの状況により、再び創業希望者が増えることも想定されますので、基金財源を有効に支出
するよう引き続き適正な事業実施に努めます。
・とれたて名張交流館においては、農産物の品揃えの充実を目指し、出荷生産者への啓発や個別相談等も行うことで、農産品の売上比率を伸
ばしていきます。
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(R2)

2022
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担当室事業名

1210

1511

【参考】施策を構成する主な事務事業 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※R2予算額は、R2.6月補正時の予算額

Ｒ２
予算額

うち
一般財源

Ｒ１決算
見込額

うち
一般財源

事業費（単位：千円）事務事
業シー
トNO

3295

3296

4401

5018

7,000

3,989 3,989 3,989

商工経済室

商工経済室

4,232 4,232

3057

3059

企業立地推進事業

商工会議所業務補助金

小規模事業融資支援補助金 商工経済室 1,987 1,987

7,000

3,989

0 0

0 0 275 0

171,639 1

1540

3056

0

商工総務一般経費 商工経済室 4,454 3,774 3,944 3,564

2,300 2,300

うまいもん地元応援事業 商工経済室 0 0 33,000 0

9,700 4,700

プレミアム付商品券発行事業 商工経済室

戸籍住民基本台帳費（商工経済室分） 商工経済室

地場産業振興事業 商工経済室 4,460 4,460

新型コロナウイルス感染症拡大阻止協力金事業 商工経済室 0 0 100,000

4,127リバーナホール管理運営事業 商工経済室 4,370 4,137 4,427

25,680合計 195,131 22,580 164,635



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

1

2

地方債

0

一般財源 4,7004,460

0 5,000

0 4,700

①+②総事業費 5,750千円

②概算人件費

0千円

0千円

5,960千円

1,500千円 0千円 1,050千円

0千円 10,750千円 5,750千円

1,050千円 1,050千円

R.1繰越分 R.2現年分

9,700千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（繰入金）

0

臨時職員等

0.20人 0.14人

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

・新事業の創出・育成により、地域産業の活性化を図る。
・地産地消の推進、地域産品、地域資源の広報等により、販路拡大等ビジネスチャンスを創出する。

施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 商工業振興費 地場産業振興事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画

名張市産業振興ビジョン

活力に満ちて暮らせるまち

地域産業の振興

商工経済

1.元気創造プロジェクト

事務事業名 地場産業振興事業
会計区分 事業コード 361801
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 地場産業振興事業

1210(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 1210

R.4年度(計画予算)

0.14人

・創業者に対し支援を行い、新たな産業の創出や地域経済の活性化を図る。
・とれたて名張交流館による地産地消の推進。
・地域産品のブランド化支援により、販路拡大を促進する。

・創業支援事業
・とれたて名張交流館による地産
地消の推進

R.5年度(事業計画)

0.14人

4,700

0

4,700千円

R.4年度(事業計画)

・創業支援事業
・とれたて名張交流館による地産
地消の推進

・創業支援事業
・とれたて名張交流館による地産地消
の推進

R.3年度(事業計画)

4,700千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

5,750千円

1,050千円

0.14人

4,700

0

4,700千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・若者移住定住チャレンジ支援事業
　申請２件、採択０件
・創業支援事業

・とれたて名張交流館による地産地消の推進
　Ｒ1売上高：114,195千円
・物産ＰＲイベント出展

・若者移住定住チャレンジ支援事業

・創業支援事業

・とれたて名張交流館による地産地消の推進

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

4,460千円

R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

1

2

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

0千円

0千円

0

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

プレミアム付き商品券（25,000円分の商品券を
20,000円で購入できる）を販売
　経済効果：150,690千円
　商品券販売冊数：30,138冊（＠4千円）
　販売登録店舗数：246店

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

3,740千円

H.30繰越分

167,899千円

R.1現年分

1511(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 1511

R.4年度(計画予算)

消費税率の10％への引上げによる低所得者・子育て世帯（0～2歳児）の消費に与える影響を緩和し、
地域における消費を喚起・下支えするために市内で使えるプレミアム付き商品券（25,000円分の商品
券を20,000円で購入できる）を販売する。

R.5年度(事業計画)

0

R.4年度(事業計画)R.3年度(事業計画)

事務事業名 プレミアム付商品券発行事業
会計区分 事業コード 366201
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 プレミアム付商品券発行事業

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

消費税率の10％への引上げが低所得者・子育て世帯（0～2歳児）の消費に与える影響を緩和すると
ともに、地域における消費を喚起・下支えする。

施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 商工業振興費 プレミアム付商品券発行事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画活力に満ちて暮らせるまち

地域産業の振興

商工経済

R.1繰越分 R.2現年分
R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（商工雑入）

0

3,740

臨時職員等 6.50人

1.00人

①+②総事業費 0千円

②概算人件費

3,740千円

0千円

187,749千円

19,850千円 0千円 0千円

0千円 0千円 0千円

0千円 0千円

地方債

47,262

一般財源 01

120,636

0 0



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

1

2

地方債

一般財源 00

275

0 0

①+②総事業費 0千円

②概算人件費

0千円

0千円

0千円

0千円 0千円 338千円

0千円 613千円 0千円

0千円 0千円

R.1繰越分 R.2現年分

275千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等

0.04人

0.02人

担当部局名 担当室名 室長名 戸籍住民基本台帳費 （小事業名）

ＪＰＱＲコードを活用し、マイナポイントを使用できる店舗数を増やすことで、市内事業所の売り上げ増
加、経済の活性化を図る。施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 戸籍住民基本台帳費 戸籍住民基本台帳費（商工経済室分）

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画活力に満ちて暮らせるまち

地域産業の振興

商工経済

事務事業名 戸籍住民基本台帳費（商工経済室分）
会計区分 事業コード 060504
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

総務費 戸籍住民基本台帳費

-(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 1540

R.4年度(計画予算)

マイナポイントが利用できる店舗を増やすための活動事業
（導入説明会、啓発チラシ作成等）

R.5年度(事業計画)

0

R.4年度(事業計画)R.3年度(事業計画)

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

0千円

0千円

0

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

国の進めるＪＰＱＲコード普及のための説明会
の実施、啓発チラシ作成等

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分 R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

1

2

地方債

一般財源 38,9604,232 0 7,000

①+②総事業費 39,860千円

②概算人件費

0千円

0千円

4,832千円

600千円 0千円 900千円

0千円 7,900千円 39,860千円

900千円 900千円

R.1繰越分 R.2現年分

7,000千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等

0.08人 0.12人

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

　名張市先端産業立地促進条例に基づき、企業への支援や優良企業の誘致を行うことで、雇用の確
保と産業基盤の強化を図る。

施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 商工業振興費 企業立地推進事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画

名張市産業振興ビジョン

活力に満ちて暮らせるまち

地域産業の振興

商工経済

事務事業名 企業立地推進事業
会計区分 事業コード 361501
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 企業立地推進事業

3056(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 3056

R.4年度(計画予算)

0.12人

・名張市先端産業立地促進条例に基づく奨励金を交付する
        （固定資産税相当額を立地奨励金として３年間交付）

・先端産業立地促進補助金

R.5年度(事業計画)

0.12人

38,960

38,960千円

R.4年度(事業計画)

・先端産業立地促進補助金・先端産業立地促進補助金

R.3年度(事業計画)

38,960千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

39,860千円

900千円

0.12人

38,960

38,960千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・先端産業立地促進補助金対象企業１社
 4,232千円

・先端産業立地促進補助金対象企業１社

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

4,232千円

R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

1

2

地方債

一般財源 3,9893,989 0 3,989

①+②総事業費 4,514千円

②概算人件費

0千円

0千円

4,589千円

600千円 0千円 525千円

0千円 4,514千円 4,514千円

525千円 525千円

R.1繰越分 R.2現年分

3,989千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等

0.08人 0.07人

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

  商工会議所法に基づく各種事業を実施する商工会議所の運営を支援することで、市内商工業の振
興を図る。

施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 商工業振興費 商工会議所業務補助金

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画

名張市産業振興ビジョン

活力に満ちて暮らせるまち

地域産業の振興

商工経済

事務事業名 商工会議所業務補助金
会計区分 事業コード 361002
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 商工業振興対策費

3057(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 3057

R.4年度(計画予算)

0.07人

補助金
・商工会議所業務補助
･中小企業相談所業務補助

・商工会議所業務補助
･中小企業相談所業務補助

R.5年度(事業計画)

0.07人

3,989

3,989千円

R.4年度(事業計画)

・商工会議所業務補助
･中小企業相談所業務補助

・商工会議所業務補助
･中小企業相談所業務補助

R.3年度(事業計画)

3,989千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

4,514千円

525千円

0.07人

3,989

3,989千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・商工会議所業務補助
    2,309千円
･中小企業相談所業務補助
　　1,680千円

・商工会議所業務補助
    2,309千円
･中小企業相談所業務補助
　　1,680千円

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

3,989千円

R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

1

2

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

4,970千円

2,290千円

0.10人

0.28人

2,680

2,680千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

･小規模事業資金保証料補給補助 25事業所

･小規模事業者経営改善資金利子補給補助 6
事業所

･小規模事業資金保証料補給補助　23事業所
（見込み）

･小規模事業者経営改善資金利子補給補助
13事業所（見込み）

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

1,987千円

R.1現年分

3059(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 3059

R.4年度(計画予算)

0.28人

0.10人

  三重県信用保証協会へ支払われた保証料の全部又は一部を補助
　補助上限額68,750円

　株式会社日本政策金融公庫の経営改善貸付による資金融資を受けた事業者に対し、償還利子の
一部を補助
　補助率：年1％以内
　補助対象期間：利子の支払開始から1年以内

･小規模事業資金保証料補給補
助

･小規模事業者経営改善資金利
子補給補助

R.5年度(事業計画)

0.10人

0.28人

2,680

2,680千円

R.4年度(事業計画)

･小規模事業資金保証料補給補
助

･小規模事業者経営改善資金利
子補給補助

･小規模事業資金保証料補給補助

･小規模事業者経営改善資金利子補給
補助

R.3年度(事業計画)

2,680千円

事務事業名 小規模事業融資支援補助金
会計区分 事業コード 361013
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 商工業振興対策費

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

  三重県小規模事業資金融資制度に基づき融資を受けた事業者に対し、その資金に係る保証料を補
給補助することや、資金に係る償還利子を補給補助することで、事業者の負担を軽減し経営の合理化
と安定化を支援し、事業の振興を図る。

施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 商工業振興費 小規模事業融資支援補助金

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画活力に満ちて暮らせるまち

地域産業の振興

商工経済

R.1繰越分 R.2現年分

2,300千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等

0.15人 0.28人

0.10人

①+②総事業費 4,970千円

②概算人件費

0千円

0千円

3,112千円

1,125千円 0千円 2,290千円

0千円 4,590千円 4,970千円

2,290千円 2,290千円

地方債

一般財源 2,6801,987 0 2,300



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

1

2

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

0千円

0千円

0

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

名張商工会議所が、プレミアム付き商品券
（5,000円分の商品券を3,000円で購入できる）
を発行するにあたり、プレミアム相当分を補助
し、市内経済の活性化を図ります。

　地元応援券プレミアム分補助
　　　@2,000円　×　15,000冊　＝　30,000,000
円
　うまいもん地元応援事業事務費
　　　3,000,000円

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分 R.1現年分

-(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 3295

R.4年度(計画予算)

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言により影響を受けた飲食店で使用できるプレミアム付食事券
を名張商工会議所が発行するにあたり、食事券のプレミアム相当分等を補助し、市内経済の活性化を
行う。

R.5年度(事業計画)

0

R.4年度(事業計画)R.3年度(事業計画)

事務事業名 うまいもん地元応援事業
会計区分 事業コード 368201
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 うまいもん地元応援事業

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

緊急事態宣言により活動自粛で落ち込んだ外食への消費を喚起するとともに、飲食業の事業者の収
入を確保し、経済の活性化を行う。

施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 商工業振興費 うまいもん地元応援事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画活力に満ちて暮らせるまち

地域産業の振興

商工経済

R.1繰越分 R.2現年分

33,000千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等

0.05人

0.02人

①+②総事業費 0千円

②概算人件費

0千円

0千円

0千円

0千円 0千円 413千円

0千円 33,413千円 0千円

0千円 0千円

地方債

一般財源 00

33,000

0 0



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

1

2

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

0千円

0千円

0

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

新型コロナウイルス感染症拡大阻止協力金負
担金
　　　　＠250千円×400事業所

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分 R.1現年分

-(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 3296

R.4年度(計画予算)

新型コロナウイルス感染症の拡大を阻止するため、県が行う緊急事態措置による休業要請・依頼に
全面協力いただける中小企業・小規模事業者に対して協力金（50万円）を支給し事業者の経済活動
の支援を行う。県・市町が協調して行う事業であるため１／２を市が負担する。

R.5年度(事業計画)

0

R.4年度(事業計画)R.3年度(事業計画)

事務事業名 新型コロナウイルス感染症拡大阻止協力金事業
会計区分 事業コード 368101
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 新型コロナウイルス感染症拡大阻止協力金事業

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

一定期間事業所を休業することで、新型コロナウイルス感染症の拡大を阻止し、早期に市内の経済活
動を再開する施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 商工業振興費 新型コロナウイルス感染症拡大阻止協力金事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画活力に満ちて暮らせるまち

地域産業の振興

商工経済

R.1繰越分 R.2現年分

100,000千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等

0.04人

0.02人

①+②総事業費 0千円

②概算人件費

0千円

0千円

0千円

0千円 0千円 338千円

0千円 100,338千円 0千円

0千円 0千円

地方債

一般財源 00

100,000

0 0



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

1

2

地方債

380

一般財源 3,5643,774

680 380

0 3,564

①+②総事業費 5,259千円

②概算人件費

0千円

0千円

5,579千円

1,125千円 0千円 1,315千円

0千円 5,259千円 5,259千円

1,315千円 1,315千円

R.1繰越分 R.2現年分

3,944千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等

0.15人 0.15人

0.10人

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

・各施設等を適切に管理することにより、商工業の推進が円滑に図れる。施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 商工総務費 商工総務一般経費

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画活力に満ちて暮らせるまち

地域産業の振興

商工経済

事務事業名 商工総務一般経費
会計区分 事業コード 360501
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 商工総務費

4401(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 4401

R.4年度(計画予算)

0.15人

0.10人

旧小学校の修繕等維持管理
大型作業場の修繕等維持管理
テレビ中継所の草刈り等維持管理
雇用促進住宅駐車場草刈り等の維持管理

・旧小学校維持管理
・大型作業場維持管理
・テレビ中継所維持管理
・雇用促進住維持管理

R.5年度(事業計画)

0.10人

0.15人

3,564

380

3,944千円

R.4年度(事業計画)

・旧小学校維持管理
・大型作業場維持管理
・テレビ中継所維持管理
・雇用促進住維持管理

・旧小学校維持管理
・大型作業場維持管理
・テレビ中継所維持管理
・雇用促進住維持管理

R.3年度(事業計画)

3,944千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

5,259千円

1,315千円

0.10人

0.15人

3,564

380

3,944千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・旧小学校維持管理
・大型作業場維持管理
・テレビ中継所維持管理
・雇用促進住宅維持管理

  　　赤目大型作業場整備工事
  　　比奈知大型作業場シャッター修繕
  　　旧長瀬小学校校舎修繕

・旧小学校維持管理
・大型作業場維持管理
・テレビ中継所維持管理
・雇用促進住維持管理

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

4,454千円

R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

1

2

地方債

300

一般財源 4,1274,137

233 300

0 4,127

①+②総事業費 5,367千円

②概算人件費

0千円

0千円

5,495千円

1,125千円 0千円 940千円

0千円 5,367千円 5,367千円

940千円 940千円

R.1繰越分 R.2現年分

4,427千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等

0.15人 0.10人

0.10人

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

  商業施設の集客向上を図ることで、施設及び周辺地域の活性化を図る。施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 商工業振興費 リバーナホール管理運営事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画活力に満ちて暮らせるまち

地域産業の振興

商工経済

事務事業名 リバーナホール管理運営事業
会計区分 事業コード 361011
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 商工業振興対策費

5018(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 5018

R.4年度(計画予算)

0.10人

0.10人

  リバーナホール運営による集客

・管理運営委託
　受付業務、清掃業務等
・賃借料
　ホール賃借料
・備品購入

R.5年度(事業計画)

0.10人

0.10人

4,127

300

4,427千円

R.4年度(事業計画)

・管理運営委託
　受付業務、清掃業務等
・賃借料
　ホール賃借料
・備品購入

・管理運営委託
　受付業務、清掃業務等
・賃借料
　ホール賃借料
・備品購入

R.3年度(事業計画)

4,427千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

5,367千円

940千円

0.10人

0.10人

4,127

300

4,427千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・管理運営委託
　受付業務、清掃業務等　　92千円
・賃借料
　ホール賃借料　　4,251千円
・備品購入　　28千円

・管理運営委託
　受付業務、清掃業務等
・賃借料
　ホール賃借料
・備品購入

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

4,370千円

R.1現年分


